
 

 

 

 

 

１２月１０日（火）、地元企業の良さに気づき、地元企業で働くこ

とに関心をもってもらうためのきっかけ作りを目的に、柳井商工会

議所と山口県柳井県民局、柳井市教育委員会の連携で『 地元企業の

中学校への出前授業 』を行いました。講師として、株式会社藤本コ

ーポレーションの総務課長西川さんとセイルドオーシャン株式会社

の代表取締役嶋尾さんにお越しいただき、お話をいただきました。

生徒たちは自分の将来を考える大変有意義な時間になりました。 

藤本コーポレーションさんは、市内

南浜（ビジコム柳井スタジアムの隣）にマツダスタジアムがすっぽり

入るほどの大きな本社工場を構える印刷業（ポスター、カレンダーな

どのほか、高校の教科書なども印刷されているそうです）が主体の会

社です。そのほか、なんと「きくらげ」の生産販売やダイレクトメー

ル事業、地域情報誌「じもっとナビ」といった集合広告事業など多方

面に事業を展開されている創業 96 年の地元企業です。西川総務課

長さんは、時折クイズを交えながら、軽妙な語り口で藤本コーポレーションの魅力を語ってくださ

いました。自社で使っているドローンを飛ばしてくださったり、今回は特に本社工場の桐川さん（大

畠中卒）とオンラインで結んでインタビューする企画を準備してくださったりしていて、地元就職

のよさや柳井の魅力も生徒たちに伝えてくださいました。 

 また、セイルドオーシャン（柳井クルーズホテルと 1 階の「アミ

ュゼパーク NOREN」などを経営されています）の嶋尾さんは、中

学生の時に料理人をめざして、高校卒業後大阪の調理師専門学校に進

み、2,000人余りの生徒の中で苦労されたこと、料理長になってか

らもコスタリゾートが閉業、TONTON の経営、ご出身の上関の町

会議員への挑戦、そして今のホテル経営とご自身の貴重な経験を赤

裸々に語ってくだいました。また、

ホテルで取組んでいる地産地消の取組でつくったいちごのジェラ

ートやサツマイモのチーズショコラテリーヌを試食させてくださ

いました。「教えてもらうより自ら学ぶことが大切」、「とりあえず

経験して、できることには一生懸命」、「厳しい環境の中での苦労が

成長につながる」など、生徒たちにこれからの人生を生きるヒント

も教えてくださいました。本当にありがとうございました。 

 

・普段自分が気付かない地元のよいところが他の地域にはなく、とてもいいことがわかりました。 

・今日のお話を聞いて、「仕事をする」ということはすごく大変だと改めて思いました。 

・7億円の印刷機や印刷するロール紙もここから南岩国駅まであるなど、自分の予想をはるかに超

えていてとても面白かったです。リモートでの「桐ちゃん」の体験談が勉強になりました。 

・The lesson was great. I learned so many about what kind of work they have in Yanai.  

・地元企業でどんな会社があるか知らなかったのでとても勉強になりました。知らないことばかり

だったので、とても興味がわきました。今日聞いたことをこれからに生かしていきたいです。 
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【 生徒の感想より 】  



 

12月11日（水）、朝の大畠駅前に「おはようございます」と呼びかける生徒会執行部のメン

バーのすがたが・・・・。後日行われる予定の生徒会役員改選を前に、現執行部の最後の校外での

活動になりました。学校運営協議会での「熟議」の後、校内では実施していた「あいさつ運動」で

すが、地域に広げた活動になりました。各委員会の委員長や地域の方、「地元企業による出前授

業」で藤本コーポレーションさんからいただいた等身大「リリッシー」も加わって、最初は少し

恥ずかしがっていた様子の生徒たちも、最後には通勤や通学をするみなさんにさわやかなあいさ

つを届けることができていました。次回以降の予定は未定ですが、このあいさつ運動は、新執行

部に受け継がれていくことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月1４日（土）、新装なったみどりが丘図書館スタジオ2にて「知的書評合戦 第２回柳

井市中学生ビブリオバトル大会」が開催され、３年生１名、２年生３名、１年生１名の計５名の

生徒が参加しました。「ビブリオバトル」とは、本を使ったコミュニケーションゲームで、自分が

他の人に薦めたい本を紹介し、会場の参加者が「この本が読みたい！」と思った本に投票してチ

ャンプ本を決める「知的書評合戦」と呼ばれるイベントです。チャンプ本発表者には全国大会へ

の切符が用意されてたこの大会。残念ながら今回、全国大会への出場は逃しましたが、５分間と

いう限られた時間の中で、５名とも個性あふれる魅力的なイチオシの本の紹介を行い、会場を魅

了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★等身大「リリッシー」パネルをプレゼントしていただきました。 

12月10日（火）の「地元企業による出前授業」では、株式会社

藤本コーポレーション様より、同社の印刷技術を使った等身大「リリ

ッシー」のパネルや「リリッシー」がプリントされたクリアファイル、

カレンダーをプレゼントしていただきました。「リリッシー」のパネ

ルは、今後様々な学校行事などで活躍することと思います。（早速、あ

いさつ運動で大畠駅前に登場しました！）株式会社藤本コーポレーシ

ョン様に改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 


